
===名 船 発 掘 〈汽船〉

1主要 日)鉄 製貨客船、共同運輸所属、2′527総

トン、主機 コンバウン ド1基、出力2′200馬力、

最高速力 3/ッ ト、884年英国アームス トロング

ミッチェル社建造、姉妹船近江九

英国の一流軍艦メーカーに発注建造

した優秀船

政
府
支
援
の
巨
大
会
社

「共
同
運
輸
」

ｉ
姓
会
―，
と
と
も
に
――
本
邸
船
の
け
体
と
な
っ
た

共
同
逆
怖
の
こ
と
が
、
行
外
知
ら
れ
て
い
な
い
。

こ
の
会
社
は
、
現
代
風
に
い
え
ば
、
シ
ー
パ
ワ
ー

ヘ
の
寄
与
を
目
的
に
設
立
さ
れ
た
姑
会
社
で
あ
り
、

そ
の
社
船
は
義
勇
艦
に
似
た
性
格
を
持

っ
て
い
た
の

で
あ
る
。
郵
船
の
社
史
を
児
る
と
、
阿
性
の
設
立
Ｗ

的
と
し
て
、
Ｏ
外
国
胎
に
対
抗
し
う
る
に
分
け
隊
の

整
備
、
②
対
清
国
を
想
定
し
た
シ
ー
ハ
ワ
ー
上
の
必

要
性
、
⑤
内
外
諸
航
路
を
独
占
し
て
い
た
三
芸

へ
の

本
制
、
の
一一百
小を
あ
げ
て
い
る
。
従
来
の
海
運
史
で

は
、
０
の
工
左

へ
の
■
制
面
か
な
制
さ
れ
、
い
と
の

の
シ
十
六
ワ
ー
ヘ
の
■
献
を
め
ざ
し
た
は
分
船
隊
の

整
備
、
と
い
う
側
両
が
見
過
ご
さ
れ
て
き
た
。

共
同
運
輸
は

一
人
八
二

（明
治
十
五
）
年
七
月
、

外
務
卿
井
上
響
、
農
商
務
大
哺
品
川
弥
二
郎
な
ど
長

州
閲
あ
政
府
高
■
の
■
い
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
。
海

■
の
支
援
を
得
る
た
め
、
経
常
に
は
海
‐ｌｉ
打
人
が
４

両
す
る
こ
と
に
な
り
、社
長
に
海
Ｔ
少
将
伊
藤
偽
古
、

副
社
長
に
海
ｆ
大
佐
遠
武
秀
行
が
就
に
し
た
。
つ
ま

り
今
で
い
え
ば
、
外
務
省
、
農
水
省
、
通
亡
省
、
防

術
庁
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
で
純
化
し
た
よ
う
な
も
の
で

あ
り
、
ナ
シ
，
ナ
ル
ラ
イ
ン
的
色
形
の
非
常
に
決
い

船
会
社
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
資
本
金
は
六
百
万
円
．

う
ち
二
百
六
十
万
円
は
政
府
が
出
資
し
た
。

新
会
社
は
最
初
、
■
京
風
帆
い
、
北
海
道
通
愉
、



越
中
風
帆
船
の
三
社
の
所
有
船
を
引
き
継
い
だ
が
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
帆
船
で
あ

っ
た
た
め
、
伊
藤
社
長

自
ら
渡
英
、
「山
城
丸
」
以
下
十
四
隻
の
汽
船
を
発

注
し
、
二
隻
の
新
鋭
船
を
購
入
し
た
。
極
東
の
小
国

日
本
が
先
進
国
英
国
の
造
船
所
で
、
こ
れ
だ
け
大
量

の
船
を
新
造
し
た
の
だ
か
ら
、
向
こ
う
の
業
界
で
も

大
い
に
話
題
を
よ
ん
だ
こ
と
だ
ろ
う
。

こ
の
思
い
切
っ
た
新
造
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
よ
り
、

共
同
運
輸
は

一
躍
、
三
菱
を
し
の
ぐ
優
秀
船
隊
を
持

つ
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、　
一
八
九
四

（明
治
二

十
七
）
年
の
日
清
戦
争
で
は
、
そ
の
相
当
数
が
軍
用

船
と
し
て
活
躍
し
た
。
新
会
社
構
想
の
時
点
で
、
十

余
年
後
の
清
国
と
の
戦
争
を
予
測
し
て
い
る
の
だ
か

ら
、
明
治
の
日
本
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
は
す
ご
い
。

だ
が
、
こ
う
し
た
大
量
発
注
は
、
多
額
の
建
造
費

負
担
を
新
会
社
に
強
い
る
結
果
と
な
り
、
結
局
は
こ

れ
が
、
経
営
陣
に
人
を
得
な
か
っ
た
こ
と
と
あ
い
ま

っ
て
、
共
同
運
輸
挫
折
の
原
因
と
な
る
の
で
あ
る
。

「共
同
に
は
船
あ
り
て
入
な
く
、
三
菱
に
は
人
あ
り

て
船
な
し
」
と
い
わ
れ
た
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

軍
艦
並
み
の
堅
牢
商
船

「
山
城
九
」

「山
城
丸
」
と
姉
妹
船

「近
江
丸
」
は
、
こ
の
英
国

製
船
隊
中
の
エ
ー
ス
で
あ
り
、
こ
の
時
期
の
日
本
海

運
界
が
持

っ
た
最
優
秀
船
で
も
あ
っ
た
。

建
造
所
は
ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス
ル
の
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン

グ

・
ミ
ッ
チ
ェ
ル
社
。
英
国
の

一
流
軍
艦
メ
ー
カ
ー

で
あ
り
、
明
治
の
日
本
海
軍
は
同
社
に
、
何
隻
も
の

軍
艦
を
発
注
し
て
い
る
。
戦
艦

「朝
日
」
「初
瀬
」
、

巡
洋
艦

「浅
間
」
翌
向
野
」
「浪
速
」
な
ど
が
、
こ
こ

で
誕
生
し
て
い
る
。
商
談
の
た
め
に
英
国
へ
出
向
い

た
海
軍
軍
人
の
伊
藤
社
長
に
と
っ
て
、
軍
関
係
筋
の

造
船
所
と
交
渉
す
る
の
は
順
当
な
こ
と
だ
し
、
有
事

の
際
に
シ
ー
パ
ワ
ー
に
貢
献
す
る
優
秀
船
を
建
造
す

る
と
い
う
趣
旨
か
ら
い
っ
て
も
、
軍
艦
メ
ー
カ
ー
ヘ

の
発
注
は
当
然
の
選
択
で
あ
っ
た
。

「山
城
丸
」
型
が
、
軍
艦
並
み
の
堅
牢
商
船
で
あ
る

こ
と
を
示
す
史
料
が
残

っ
て
い
る
。
経
営
難
に
苦
し

む
共
同
運
輸
が
、
「山
城
丸
」
型
の
海
軍
省
買
い
上

げ
を
願
い
出
た
文
書
中
に
、
こ
う
あ
る
。

「
山
城

・
近
江
の
二
大
汽
船
を
海
軍
省
に
買
上
げ
ら

れ
、
平
時
は
こ
れ
を
会
社
に
貸
下
げ
ら
る
る
こ
と
他

の
貸
下
船
の
如
く
す
べ
し
。
そ
も
そ
も
山
城

・
近
江

の
両
汽
船
は
も
と
も
と
海
軍
省
の
ご
注
文
に
係
わ

り
、
そ
の
構
造
、
非
常
の
便
を
重
く
す
る
を
も
っ
て
、

自
ず
か
ら
商
売
船
に
適
せ
ざ
る
所
あ
り
」
（漢
文
調

の
原
文
を
筆
者
が
手
直
し
し
た
も
の
）

両
船
は
海
軍
が
発
注
し
た
も
の
で
、
軍
艦
仕
様
で

採
算
性
に
乏
し
い
。
海
軍
が
買
い
上
げ
て
、
当
社
に

チ
ャ
ー
タ
ー
に
出
し
て
く
れ
、
と
い
う
内
容
だ
。

山
高
五
郎
氏
の

『日
の
丸
船
隊
史
話
」
に
は
、
両

船
は
最
初
、
「大
和
丸
」
「武
蔵
丸
」
と
命
名
さ
れ
る

は
ず
だ
っ
た
が
、
海
軍
省
の
指
示
で
「山
城
丸
」
「近

江
丸
」
に
改
め
ら
れ
た
と
あ
る
。
当
時
起
工
さ
れ
た

軍
艦

「大
和
」
「武
蔵
」
と
ま
ぎ
ら
わ
し
い
の
で
船

名
が
変
え
ら
れ
た
、
と
い
う
の
が
氏
の
見
解
で
あ
る
。

両
船
の
有
事
の
軍
事
機
能
に
、
海
軍
が
相
当
期
待
し

て
い
た
こ
と
が
、
こ
れ
で
も
分
か
る
。

そ
の
期
待
に
こ
た
え
て
両
船
は
、
日
清
戦
争
で
は

海
軍
の
水
言
艇
母
艦
と
し
て
活
躍
。
さ
ら
に
、
日
露

戦
争
で
は

「山
城
丸
」
は
、
海
軍
給
兵
船
お
よ
び
陸

軍
軍
用
船
の
任
務
も
こ
な
し
て
い
る
。

こ
う
し
て
み
る
と
、
「山
城
丸
」
は
商
船
ら
し
い

実
績
が
全
く
な
い
よ
う
だ
が
、
決
し
て
そ
う
で
は
な

い
。
日
清
戦
争
後
、
郵
船
が
豪
州
航
路
を
開
設
し
た

と
き
、
そ
の
第

一
船
と
し
て
就
航
し
た
の
は

「山
城

丸
」
で
あ
っ
た

（第
二
船
は

「近
江
丸
し
。

中
で
も
こ
の
船
の
特
筆
さ
れ
る
べ
き
船
歴
は
、　
ハ

フ
イ
ヘ
の
官
約
移
民
に
携
わ
っ
た
こ
と
だ
。
共
同
運

輸
時
代
の

一
八
八
五

（明
治
十
八
）
年
六
月
、
「山

城
丸
」
は
、
九
百
八
十
八
人
の
日
本
人
移
住
者
を
ホ

ノ
ル
ル
ヘ
送

っ
た
が
、
こ
れ
は
、
日
本
船
に
よ
る
本

格
的
移
民
輸
送
の
晴
矢
で
あ
っ
た
。

ハ
ワ
イ
官
約
移

民
と
は
、
明
治
政
府
と
ハ
ワ
イ
王
国
間
の
協
約
に
よ

る
移
民
の
こ
と
で
、
同
船
は
、
郵
船
時
代
に
も
こ
の

移
民
輸
送
に
就
航
し
、　
ハ
フ
イ
官
約
移
民
船
で
は
最

多
の
十
二
航
海
を
消
化
し
て
い
る
。
そ
の
間
に
運
ん

だ
移
住
者
は
合
計

一
万

一
千
九
百
九
十
七
人
。

「山
城
丸
」
は
、
移
民
史
の
世
界
で
は
、
か
な
り
の

有
名
船
な
の
で
あ
る
。

（山
田
　
迪
生
）
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